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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

一
、
首
脳
会
談
は
、
朝

鮮
半
島
の
平
和
と
非
核
化

に
む
け
た
具
体
的
措
置
を

明
ら
か
に
し
た
点
で
も
、

膠
着
し
て
い
た
米
朝
交
渉

を
打
開
す
る
う
え
で
も
、

重
要
な
前
進
と
な
っ
た
。

日
本
共
産
党
は
、
そ
の
結

果
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

　

一
、
両
首
脳
が
署
名
し

た
「
９
月
平
壌
共
同
宣

言
」
は
、
４
月
の
「
板
門

店
宣
言
」
で
合
意
し
た
軍

事
的
敵
対
関
係
の
終
息
を

朝
鮮
半
島
全
域
に
広
げ
、

「
根
本
的
な
敵
対
関
係
解

消
に
つ
な
げ
る
」
と
宣
言

し
た
。
ま
た
今
回
締
結
さ

れ
た
「
軍
事
分
野
合
意

書
」
は
、
南
北
が
「
相
手

に
対
す
る
一
切
の
敵
対
行

為
を
全
面
中
止
す
る
こ
と

に
し
た
」
と
明
記
し
た
。

　

両
首
脳
が
、
朝
鮮
半
島

で
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ

な
い
と
宣
言
し
、
そ
の
た

め
の
具
体
的
措
置
の
履
行

を
確
認
し
た
こ
と
は
、
朝

鮮
半
島
で
の
戦
争
の
恐
怖

平
和
と
非
核
化
に
向
け
た
重
要
な
前
進

　  

南
北
首
脳
会
談
と
「
９
月
平
壌
共
同
宣
言
」

　  

を
心
か
ら
歓
迎
す
る

　
　 

　
日
本
共
産
党
委
員
長
　
志
位
和
夫
（
９
月
19
日 

談
話
要
旨
）

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安

定
を
は
か
る
う
え
で
も
大

き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
る
。

　

一
、
今
回
の
首
脳
会
談

の
成
果
を
新
た
な
推
進
力

と
し
て
、
今
後
、
米
朝
交

　

文
科
省
次
官
と
局
長
が

汚
職
事
件
で
引
責
辞
任
。

「
２
代
続
け
て
辞
め
る
の

は
前
例
が
な
い
」
「
教
育

行
政
の
信
頼
を
失
っ
た
。

安
倍
首
相
の
責
任
は
重
大

だ
」
「
総
裁
選
が
終
わ
っ

す
る
よ
う
求
め
る
決
議
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

決
議
は
、
殺
人
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
は
、
標
的
の
選

別
や
交
戦
時
の
制
御
に
お

い
て
倫
理
お
よ
び
法
的
な

懸
念
が
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
人
の
生
死
に
か
か

わ
る
判
断
を
機
械
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
規
制
の
た
め
の
統
一

し
た
対
応
を
要
請
。
開
発

・
製
造
を
阻
止
す
る
た
め

に
国
際
的
な
禁
止
が
必
要

だ
と
述
べ
、
国
際
的
な
交

渉
の
開
始
を
求
め
ま
し
た
。

　

欧
州
議
会
は
９
月
12
日
、

Ｅ
Ｕ
が
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

を
利
用
し
た
「
殺
人
ロ
ボ

ッ
ト
」
に
反
対
し
、
開
発

・
製
造
を
国
際
的
に
禁
止

殺人ロボット禁止を

　欧州議会が決議

辺野古への基地移設
　　県民の 7 割が反対

（琉球新報世論調査）

戦争法強行 3 年!  安倍 9 条改憲NO!  沖縄と連帯!
　　　日比谷野外音楽堂に 4800 人（19 日）

た
途
端
に
発
表
、
都
合
の

悪
い
話
は
隠
し
た
の
だ
ろ

う
が
、
国
民
を
馬
鹿
に
し

て
い
る
」

　
　

×　
　
　

×

　
「
17
日
、
さ
よ
な
ら
原

発
全
国
集
会
が
代
々
木
公

園
で
開
か
れ
た
。
８
０
０

０
人
が
参
加
し
た
」
「
原

発
い
ら
な
い
、
安
倍
は
退

陣
、
沖
縄
知
事
選
で
勝
利

を
、
の
声
が
続
い
た
」

「
19
日
は
戦
争
法
強
行
か

ら
３
年
、
日
比
谷
野
外
音

明
ら
か
に
し
、
両
者
を
同

時
に
進
め
る
こ
と
が
前
進

の
カ
ギ
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

朝
鮮
半
島
の
平
和
と
非

核
化
を
め
ざ
す
歴
史
的
プ

ロ
セ
ス
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
国
際
社
会
と
国

際
世
論
の
後
押
し
が
不
可

欠
で
あ
る
。
わ
が
党
は
、

国
内
外
に
お
い
て
、
平
和

と
非
核
化
の
流
れ
を
広
げ

る
た
め
に
、
引
き
続
き
力

を
つ
く
す
。

渉
が
前
進
す
る
こ
と
を
強

く
期
待
す
る
。
北
朝
鮮
は

非
核
化
に
向
け
た
具
体
的

措
置
を
提
示
し
、
米
国
は

そ
れ
に
相
応
す
る
措
置
を
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

防
衛
省
が
配
備
を
ね
ら

う
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ

イ
ル
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
を
め
ぐ

り
、
候
補
地
周
辺
の
山
口

県
阿
武
町
の
花
田
憲
彦
町

長
は
20
日
の
町
議
会
で
、

「
居
住
地
域
に
近
接
し
て

お
り
、
自
然
や
人
を
大
事

に
し
た
町
づ
く
り
に
逆
行

す
る
。
安
心
を
脅
か
す
も

の
を
排
除
す
る
の
が
町
長

の
責
務
だ
」
「
配
備
反
対

を
明
確
に
表
明
す
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

候
補
地
周
辺
の
首
長
が

公
式
に
反
対
を
明
言
し
た

の
は
初
め
て
。
同
日
の
本

会
議
で
は
、
11
日
に
地
元

自
治
会
な
ど
が
提
出
し
た

配
備
計
画
の
撤
回
を
求
め

る
請
願
も
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

　
「
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
（
12
日
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
）
で
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
前
提
条
件
な
し
の

平
和
条
約
締
結
を
呼
び
か

け
た
の
に
対
し
、
安
倍
首

相
が
反
論
し
な
か
っ
た
こ

と
に
批
判
が
噴
出
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
、「
平
和
条
約
の

締
結
は
両
国
間
の
国
境
の

公
式
の
画
定
と
い
う
意
義

を
も
ち
、『
条
件
な
し
』

で
の
平
和
条
約
締
結
は
、

領
土
要
求
の
全
面
放
棄
と

な
る
。
ロ
シ
ア
側
の
主
張

へ
の
全
面
屈
服
に
な
る
」

と
述
べ
、
そ
れ
に
反
論
・

異
論
一
つ
述
べ
な
い
の
は

重
大
な
外
交
的
失
態
、
国

辱
外
交
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
従
来
の
日
本
政

府
の
方
針
す
ら
投
げ
捨
て

て
平
和
条
約
を
結
べ
ば
、

国
を
永
久
に
切
り
売
り
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な

安
倍
外
交
　
大
失
態

“
無
条
件
の
日
ロ
平
和
条
約
”

　
に
反
論
せ
ず

　
　「
北
方
領
土
」
永
久
放
棄
の
危
険

陸上イージス
山口・阿武町長「配備反対」

　地元の不安に応え表明

リニア中央新幹線計画問題シンポジウム
9 月 30 日（日）　10 時～ 17 時（開場 9 時 30 分）
拓殖大学・文京キャンバス 国際教育会館（Ｆ館）301 教室
（東京メトロ丸の内線「茗荷谷駅」下車徒歩５分）
資料代 500 円
主催：JSAリニア中央新幹線問題研究連絡委員会

こ
と
も
わ
か
ら
な
い
安
倍

首
相
に
は
、
日
ロ
領
土
問

題
に
手
を
付
け
な
い
で
ほ

し
い
。
お
引
き
取
り
願
い

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
の
福
島
第
１

原
発
の
事
故
か
ら
11
日
で

７
年
半
。
事
故
後
、
福
島

県
内
各
地
に
放
射
線
を
監

視
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
線

量
計
２
９
７
４
台
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
８
割
、
約
２
４
０
０
台

を
撤
去
す
る
と
い
う
方
針

を
原
子
力
規
制
委
員
会
が

出
し
ま
し
た
。

　

住
民
説
明
会
で
は
、「
放

射
線
量
が
原
発
事
故
以
前

に
近
づ
か
な
い
限
り
撤
去

に
反
対
だ
」
な
ど
の
声
が

続
出
。
す
で
に
10
市
町
村

が
撤
去
反
対
を
表
明
し
て

い
ま
す
。

　

放
射
線
量
が
下
が
っ
た

と
言
っ
て
も
設
置
場
所
は

何
度
も
除
染
し
て
下
げ
た

結
果
で
あ
り
、
そ
の
周
り

が
除
染
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
撤
去

方
針
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

福島
リアルタイム線量計 ８割撤去方針

　県民多数から反対噴出

楽
堂
で
集
会
」
「
会
場
あ

ふ
れ
る
４
８
０
０
人
が
参

加
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
福
島
第
１
原
発
は
汚

染
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
海

洋
放
出
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
放
射
性
物
質
の
海
洋

放
出
は
許
さ
れ
な
い
」「
漁

業
者
の
反
対
を
受
け
入
れ

る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

樹
木
希
林
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
。
「
幅
広
い
役
柄

ん
』
は
印
象
に
残
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で

２
時
間
１
分
39
秒
の
世
界

を
こ
な
す
魅
力
的
な
人
だ

っ
た
。
惜
し
い
」
「
癌
と

わ
か
っ
て
か
ら
も
活
躍
し

て
い
た
」
「
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
を
演
じ
た
映
画
『
あ

新
記
録
。
「
ケ
ニ
ア
の
キ

プ
チ
ョ
ゲ
選
手
が
従
来
の

記
録
を
１
分
以
上
短
縮
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
海
道
地
震
。
「
苫
東

厚
真
火
力
発
電
所
の
１
号

機
が
復
旧
し
、
節
電
対
策

が
緩
和
さ
れ
た
」
「
冬
季

の
暖
房
需
要
に
は
ま
だ
安

心
で
き
な
い
」
「
停
電
で

の
酪
農
家
の
被
害
は
深
刻

だ
」
「
一
時
コ
ン
ビ
ニ
か

ら
牛
乳
が
品
薄
に
な
っ

た
」
「
外
国
人
観
光
客
が

激
減
し
た
」

ニュージーランド

　レジ袋禁止へ

　海洋汚染に危機感

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（
Ｎ
Ｚ
）
は
、
今
後
１
年

か
け
て
使
い
捨
て
レ
ジ
袋

の
使
用
を
禁
止
す
る
方
針

を
発
表
し
ま
し
た
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海

岸
や
海
洋
の
環
境
へ
の
汚

染
が
海
洋
生
物
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
、
世
界
的
に

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
海

に
囲
ま
れ
た
同
国
と
し
て

の
対
策
で
す
。

　

Ｎ
Ｚ
政
府
な
ど
に
よ
る

と
、
世
界
で
は
年
間
最
大

５
兆
枚
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
袋
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
60
力
国
以

上
が
レ
ジ
袋
な
ど
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

使
用
で
禁
止
や
課
税
を
実

施
し
て
い
ま
す
。


